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六
〇
〇
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
〇)

岸
和
田
市
港
緑
町
六-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
八)

一
五
八
二

本
社 

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
三-

二
二

　
　 

泉

　

州

　

卸

　

団

　

地

　

内

　
　 

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
一
二
三
㈹

岸
和
田
市
土
生
町
二-

七-

一
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
八)

七
三
五
八

三
三
三
三

岸
和
田
市
土
生
町
三-

四-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

三
四
六
二

岸
和
田
市
岸
城
町
三-

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
一)

四
五
六
七
㈹

岸
和
田
市
西
之
内
町
二
七-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

一
一
三
八

岸
和
田
市
沼
町
二-

一

電
　
話 

〇
七
二(
四
二
三)

五
〇
八
一

岸
和
田
市
西
之
内
町
二
〇-

四
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
四)

二
〇
〇
〇

岸
和
田
市
春
木
若
松
町
二
一-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

七
六
八
八

本
　
　
社 

岸
和
田
市
並
松
町
一-

五

　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(

四
三
九)

四
五
〇
一
㈹

大
阪
本
店 

大
阪
市
住
吉
区
万
代
東
四-

一-

三
〇

　
　
　
　 

電
話 

〇
六(

六
六
〇
五)

一
一
〇
一

岸
和
田
市
小
松
里
町
二
三
七
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

二
二
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
三)

七
六
七
八

新 

井 

正 

準

岩 

出 

正 

次

岩 

出 

和 

哲

辻
　  

力 

男

辻
　  

時 

秋

北 

野 

健
太
郎

北 

野 

勝  

彦

株
式

会
社

ミ
カ
ド
塗
装
工
業

山 

本 

雄 

一

櫻 

井 

新 

嗣

河
　  

啓 

一

役 

員 

一 

同

藤 

原 

龍 

平

久 

納 

洋 

一

奥 

田 

耕 

策

河 

合 

直 

樹

桝 

田 

昌 

昭

五 

味 

寛 

昭

勘
米
良 

和
則

嶋
本 

繁
次
郎

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

専
務
取
締
役

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

理
　
事
　
長

副

理

事

長

副

理

事

長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

代
　
表
　
者

稲 

垣 

裕 

文

代
表
取
締
役

株
式
会
社 

泉
宏
産
業

総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

塗
装
・
防
水
工
事

三
進
金
属
工
業
株
式
会
社

岸
和
田
青
果
株
式
会
社

岸
和
田
綜
合
食
品
地
方
卸
売
市
場

泉
州
卸
商
業
団
地
協
同
組
合

株
式
会
社 

五
味
三
星
堂

株
式
会
社 

壇
建
築
計
画
事
務
所

建
築
設
計
・
監
理
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

一
級
建
築
士
事
務
所

酒
・
食
品
卸

櫻
井
工
業
株
式
会
社

ま
い
に
ち
株
式
会
社

株
式
会
社 

泉
州
緑
化

有
限
会
社
ミ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
ま
す
田

誠
実
に
社
会
に
貢
献
す
る

寺 

内 

琢 

雅
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謹んで新春のお慶びを申し上げます謹んで新春のお慶びを申し上げます
（順不同）

五
七
二
〇

岸
和
田
市
加
守
町
二-

一
〇-

二
七

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
八
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
一)

岸
和
田
市
沼
町
二
八-

二
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

八
四
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
七
二(

四
三
九)

六
八
〇
四

岸
和
田
市
野
田
町
二-

一
八--

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

一
一
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
八
四
〇

岸
和
田
市
地
蔵
浜
町
一
一-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
六
六
一

岸
和
田
市
東
大
路
町
一
五
六-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
六

岸
和
田
市
木
材
町
六-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
七
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
一
〇
四

岸
和
田
市
作
才
町
一-

五-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

三
六
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

五
六
七
〇

岸
和
田
市
筋
海
町
六-

一
〇

電
　
話 

〇
七
二(
四
三
七)

九
八
六
一

岸
和
田
市
別
所
町
三-

一
〇-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
三)

三
〇
〇
〇

岸
和
田
市
田
治
米
町
一
四
八-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)
〇
〇
九
二

岸
和
田
市
筋
海
町
九-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
一
七

〇
七
二(

四
四
五)

〇
二
二
五

〇
七
二(

四
四
四)

岸
和
田
市
大
町
三
八
九-

二

一
四
二
七

電
　
話

岸
和
田
市
八
阪
町
三-

一
六-

一
五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
七
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
六

岸
和
田
市
三
ケ
山
町
七
六
六

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
四
五
八

岸
和
田
市
加
守
町
三-

一
三-

二
三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
八
一

岸
和
田
市
野
田
町
一-

六-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
二)

〇
〇
二
七

六
一
六
一
㈹

水 

口 

政 

代

水 

口 

勝 

茂

土 

井 

康 

司

藤 

原 

秀 

之

牧 

村   

修

牧 

村 

隆 

夫

徳 

野 

隆 

一

徳 

野 

利 

夫

肥 

後 

眞 
弘

花 

田 

昌 

己

奥
　  

尚 

輝

西 

村 

政 

信

近
道 

光
一
郎

井 

上 

昌 

直

米 

田 

智 

範

西 

野   

晃

林
　  

武 

士

森 

田 

敏 

裕

須 

川 

直 

人

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

所
　
　
　
長

代
表
取
締
役

岸
　
和
　
田

支
　
社
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

公
認
会
計
士

税
　
理
　
士

税
　
理
　
士

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
　
表
　
者

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

水
口
労
務
事
務
所

泉
州
産
業
事
務
組
合

泉
州
警
備
保
障
株
式
会
社

牧
村
労
務
管
理
事
務
所

肥
後
会
計
事
務
所

株
式
会
社 

西
村
運
輸
倉
庫

徳
野
労
務
管
理
事
務
所

株
式
会
社 

大
晃
運
送

株
式
会
社 

テ
レ
ビ
岸
和
田

エ
ス
ア
イ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス

（
損
害
保
険
・
生
命
保
険
代
理
店
）

（
旧
社
名 

泉
州
実
業
株
式
会
社
）

花
田
会
計
事
務
所

日
鋼
運
送
株
式
会
社

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

瓢 

箪 

寿 

司

す
し
・
仕
出
し
・
幕
の
内

だ
ん
ぢ
り
屋
製
菓
株
式
会
社

奥
自
動
車
工
業
株
式
会
社

森
田
会
計
事
務
所

有
限
会
社
モ
リ
タ
計
算
セ
ン
タ
ー

岸和田食料品小売業協同組合

理事長　桝田 昌昭

鮮魚・食料品のお買い物はラッコチェーン加盟店で

ミートワールドます田 岸和田市春木若松町２１－１ 電話 ０７２（４３７）７６８８

う ち や ま 商 店 岸和田市池尻町５７９－１ 電話 ０７２（４４５）０７１６

藤 本 食 料 品 店 岸和田市岸城町２２－４ 電話 ０７２（４２２）６３８４

（ラパーク内）

謹んで新春のお慶びを申し上げます謹んで新春のお慶びを申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
額
原
町
五
四
八

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
六)

六
七
五
八

岸
和
田
市
土
生
町
二-

三
〇-

一
二-

三
〇
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

泉
洋
ビ
ル
３
階

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
二
一
二
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
三)

五
六
九
〇

本
社
営
業
所 

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
五-

二
二-

二
階

　
　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(

四
三
〇)

三
〇
一
一

大
阪
営
業
所 

大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
一-

一
〇-

四-

一
一
階

　
　
　
　 

　
電
話 

〇
六(

四
三
九
七)

六
一
一
一

松 

藤 

正 

子

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ゴ
ル
フ

渡 

辺 

泰 

敏

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

渡
辺
興
業
株
式
会
社

あ
ら
ゆ
る
清
掃
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
ポ
ー
ト

美
し
い
人
工
芝
・
池
越
え
グ
リ
ー
ン
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謹んで新春のお慶びを申し上げます謹んで新春のお慶びを申し上げます
（順不同）

五
七
二
〇

岸
和
田
市
加
守
町
二-

一
〇-

二
七

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
八
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
一)

岸
和
田
市
沼
町
二
八-

二
四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

八
四
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
九)

六
八
〇
四

岸
和
田
市
野
田
町
二-

一
八--

二
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

一
一
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
八
四
〇

岸
和
田
市
地
蔵
浜
町
一
一-

一

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
六
六
一

岸
和
田
市
東
大
路
町
一
五
六-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

六
七
九
六

岸
和
田
市
木
材
町
六-

五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
七
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
六)

三
一
〇
四

岸
和
田
市
作
才
町
一-

五-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
六)

三
六
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

五
六
七
〇

岸
和
田
市
筋
海
町
六-

一
〇

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

九
八
六
一

岸
和
田
市
別
所
町
三-

一
〇-

四

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
三)

三
〇
〇
〇

岸
和
田
市
田
治
米
町
一
四
八-

三

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
〇
九
二

岸
和
田
市
筋
海
町
九-

二

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
一
七

〇
七
二(

四
四
五)

〇
二
二
五

〇
七
二(

四
四
四)

岸
和
田
市
大
町
三
八
九-

二

一
四
二
七

電
　
話

岸
和
田
市
八
阪
町
三-

一
六-

一
五

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
七
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
三
七)

〇
七
七
六

岸
和
田
市
三
ケ
山
町
七
六
六

電
　
話 

〇
七
二(

四
四
五)

〇
四
五
八

岸
和
田
市
加
守
町
三-

一
三-

二
三

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
九)

〇
七
八
一

岸
和
田
市
野
田
町
一-

六-

一
二

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
二)

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
二)

〇
〇
二
七

六
一
六
一
㈹

水 

口 

政 

代

水 

口 

勝 

茂

土 

井 

康 

司

藤 

原 

秀 

之

牧 

村   

修

牧 

村 

隆 

夫

徳 

野 

隆 

一

徳 

野 

利 

夫

肥 

後 

眞 

弘

花 

田 

昌 

己

奥
　  

尚 

輝

西 

村 

政 

信

近
道 

光
一
郎

井 

上 

昌 

直

米 

田 

智 

範

西 

野   

晃

林
　  

武 

士

森 

田 

敏 

裕

須 

川 

直 

人

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
表
取
締
役

所
　
　
　
長

代
表
取
締
役

岸
　
和
　
田

支
　
社
　
長

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

公
認
会
計
士

税
　
理
　
士

税
　
理
　
士

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

代
　
表
　
者

社

会

保

険

労
　
務
　
士

社

会

保

険

労
　
務
　
士

水
口
労
務
事
務
所

泉
州
産
業
事
務
組
合

泉
州
警
備
保
障
株
式
会
社

牧
村
労
務
管
理
事
務
所

肥
後
会
計
事
務
所

株
式
会
社 

西
村
運
輸
倉
庫

徳
野
労
務
管
理
事
務
所

株
式
会
社 

大
晃
運
送

株
式
会
社 

テ
レ
ビ
岸
和
田

エ
ス
ア
イ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス

（
損
害
保
険
・
生
命
保
険
代
理
店
）

（
旧
社
名 

泉
州
実
業
株
式
会
社
）

花
田
会
計
事
務
所

日
鋼
運
送
株
式
会
社

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

瓢 

箪 

寿 

司

す
し
・
仕
出
し
・
幕
の
内

だ
ん
ぢ
り
屋
製
菓
株
式
会
社

奥
自
動
車
工
業
株
式
会
社

森
田
会
計
事
務
所

有
限
会
社
モ
リ
タ
計
算
セ
ン
タ
ー

岸和田食料品小売業協同組合

理事長　桝田 昌昭

鮮魚・食料品のお買い物はラッコチェーン加盟店で

ミートワールドます田 岸和田市春木若松町２１－１ 電話 ０７２（４３７）７６８８

う ち や ま 商 店 岸和田市池尻町５７９－１ 電話 ０７２（４４５）０７１６

藤 本 食 料 品 店 岸和田市岸城町２２－４ 電話 ０７２（４２２）６３８４

（ラパーク内）

謹んで新春のお慶びを申し上げます謹んで新春のお慶びを申し上げます
（順不同）

岸
和
田
市
額
原
町
五
四
八

電
　
話 

〇
七
二(

四
二
六)

六
七
五
八

岸
和
田
市
土
生
町
二-
三
〇-

一
二-

三
〇
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

泉
洋
ビ
ル
３
階

電
　
話 

〇
七
二(

四
三
七)

一
二
一
二
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二(

四
二
三)
五
六
九
〇

本
社
営
業
所 

岸
和
田
市
土
生
町
三-

一
五-

二
二-

二
階

　
　
　
　
　 

電
話 

〇
七
二(

四
三
〇)

三
〇
一
一

大
阪
営
業
所 

大
阪
市
浪
速
区
難
波
中
一-

一
〇-

四-

一
一
階

　
　
　
　 

　
電
話 

〇
六(

四
三
九
七)

六
一
一
一

松 

藤 

正 

子

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ゴ
ル
フ

渡 

辺 

泰 

敏

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

渡
辺
興
業
株
式
会
社

あ
ら
ゆ
る
清
掃
・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
ポ
ー
ト

美
し
い
人
工
芝
・
池
越
え
グ
リ
ー
ン
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建
設
部
会
（
部
会
長 

岩
出
正
次
常
議

員
）
で
は
、
令
和
元
年
11
月
22
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
、
愛
知
県
方
面
へ
の
視
察
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
と

名
古
屋
城
の
本
丸
御
殿
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

　
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
に
は
、
繊
維

機
械
館
と
自
動
車
館
の
２
つ
の
展
示
施
設

が
あ
り
、
繊
維
機
械
館
で
は
創
業
者
で
あ

る
豊
田
佐
吉
氏
の
生
涯
を
知
り
、
日
本
の

紡
績
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
数
々
の
偉
業

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
動
織
機
や

モ
ー
タ
ー
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
時

代
の
作
業
方
法
や
時
代
の
流
れ
に
対
応
し

た
動
力
の
移
り
変
わ
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
自
動
車
館
で
は
、
２
代
目
豊

田
喜
一
朗
氏
の
歴
史
や
生
涯
、
自
動
車
の

変
遷
か
ら
現
代
の
自
動
車
の
構
造
に
つ
い

て
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
金
鯱
城
の
異
名
を
持
つ
名
古
屋
城
で
は
、

江
戸
時
代
の
図
面
や
昭
和
戦
前
期
に
作
成

さ
れ
た
実
測
図
な
ど
を
基
に
復
元
さ
れ
た

本
丸
御
殿
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
視
察
当
日
は
、
江
戸
幕
府
将
軍

徳
川
家
光
の
宿
泊
の
た
め
に
建
造
さ
れ
た

上
洛
殿
や
湯
殿
書
院
の
公
開
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
三
種
の
神
器
の
天
叢
雲
剣

（
あ
め
の
む
ら
く
も
）
が
祀
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
有
名
な
熱
田
神
宮
を
参
拝
し
た
後
、

リ
ニ
ア
・
鉄
道
館
を
訪
れ
、
実
物
の
車
両

を
見
学
し
な
が
ら
高
速
鉄
道
の
歴
史
や
仕

組
み
、
そ
し
て
未
来
の
鉄
道
と
な
り
得
る

超
電
導
リ
ニ
ア
の
構
造
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　
懇
親
会
で
は
、
部
会
員
同
士
が
親
睦
と

交
流
を
深
め
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
繊
維
部
会
（
部
会
長 

藤
本
紀
男
常
議

員
）
で
は
、
令
和
元
年
12
月
６
日
、
レ
ス

ト
ラ
ン
日
本
に
お
い
て
、
講
演
会
並
び
に

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
大
正
紡
績
㈱
元
役
員
の

近
藤
健
一
氏
を
お
招
き
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
12
万
錘
に
お
よ
ぶ
大

規
模
紡
績
工
場
を
建
設
さ
れ
た
実
績
や
繊

維
業
界
の
下
請
主
体
の
体
質
脱
却
に
向
け

て
、
独
自
の
素
材
開
発
に
よ
る
新
た
な
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
構
築
さ
れ
た
経
験
な
ど
を

基
に
、
繊
維
産
業
の
今
昔
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
後
の
交
流
会
で
は
、
会
員
同
士

に
よ
る
活
発
な
情
報
交
換
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。 繊

維
部
会
講
演
会
並
び
に
交
流
会

建
設
部
会
視
察
研
修
会

　
令
和
元
年
12
月
11
日
、
岸
和
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
、
第
４
７
１
回
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
令
和
元
年

度
事
業
進
捗
状
況
報
告
や
「
岸
和
田
市
産

業
活
性
化
及
び
都
市
魅
力
向
上
・
賑
わ
い

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
要
望
書

（
案
）
を
は
じ
め
と
す
る
各
議
案
に
つ
い

て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
各
議
案
は
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
事
項
】

　
◆
令
和
元
年
度
事
業
進
捗
状
況
報
告
に

　
　
関
す
る
件

　
◆「
岸
和
田
市
産
業
活
性
化
及
び
都
市

　
　
魅
力
向
上
・
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く

　
　
り
」
に
関
す
る
要
望
書
（
案
）
の
提

　
　
出
に
つ
い
て

　
◆
商
工
祭
併
設
行
事
の
報
告
に
関
す
る

　
　
件

　
◆
そ
の
他

【
報
告
事
項
】

　
◆
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要

　
　
望
活
動
に
つ
い
て

　
◆
泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会
の

　
　
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
◆
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
　
律
及
び
大
阪
府
受
動
喫
煙
防
止
条
例

　
　
に
つ
い
て

　
◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

　
　
つ
い
て

　
◆
新
入
会
員
加
入
承
認
に
つ
い
て

　
◆
前
回
常
議
員
会
以
降
の
主
た
る
行
事

　
　
並
び
に
本
日
以
降
の
行
事
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
12
月
13
日
、
岸
和
田

商
工
会
議
所
と
し
て
、「
岸
和
田

市
産
業
活
性
化
及
び
都
市
魅
力
向

上
・
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
関
し
て
、
永
野
耕
平
岸
和
田
市

長
に
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
令
和

元
年
12
月
11
日
開
催
の
常
議
員
会

で
承
認
を
得
て
、
提
出
を
行
い
ま

し
た
。●中小企業等消費税転嫁円滑化対策をはじめとした消費税総合対策

●岸和田市内事業者の優先的活用
●企業誘致と流出防止策の拡大強化
●岸和田丘陵地区（ゆめみヶ丘岸和田）整備事業の早期実現
●「ちきりアイランド」 の埋立早期完成（インフラ整備を含む）」 と企業誘致
●電子決済サービスの導入によるキャッシュレス化への支援

●特急 「はるか」 の東岸和田駅停車と賑わいのある周辺まちづくりの促進
●南海岸和田駅周辺まちづくりの促進
●ＪＲ阪和線久米田駅周辺まちづくり構想の実現
●岸和田旧港周辺魅力づくり構想の実現
●都市計画道路 「泉州山手線」 早期完成と泉北高速鉄道の延伸
●観光客の受入環境の整備促進
●無電柱化の推進

活力ある企業作り

都市魅力の向上、賑わいのあるまちづくり

「岸和田市産業活性化及び都市魅力向上・賑わいあるまちづくり」に関して

岸和田市へ要望書を提出

第
４
７
１
回
常
議
員
会
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建
設
部
会
（
部
会
長 

岩
出
正
次
常
議

員
）
で
は
、
令
和
元
年
11
月
22
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
、
愛
知
県
方
面
へ
の
視
察
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
と

名
古
屋
城
の
本
丸
御
殿
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

　
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
記
念
館
に
は
、
繊
維

機
械
館
と
自
動
車
館
の
２
つ
の
展
示
施
設

が
あ
り
、
繊
維
機
械
館
で
は
創
業
者
で
あ

る
豊
田
佐
吉
氏
の
生
涯
を
知
り
、
日
本
の

紡
績
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
数
々
の
偉
業

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
動
織
機
や

モ
ー
タ
ー
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
時

代
の
作
業
方
法
や
時
代
の
流
れ
に
対
応
し

た
動
力
の
移
り
変
わ
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
自
動
車
館
で
は
、
２
代
目
豊

田
喜
一
朗
氏
の
歴
史
や
生
涯
、
自
動
車
の

変
遷
か
ら
現
代
の
自
動
車
の
構
造
に
つ
い

て
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
金
鯱
城
の
異
名
を
持
つ
名
古
屋
城
で
は
、

江
戸
時
代
の
図
面
や
昭
和
戦
前
期
に
作
成

さ
れ
た
実
測
図
な
ど
を
基
に
復
元
さ
れ
た

本
丸
御
殿
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
視
察
当
日
は
、
江
戸
幕
府
将
軍

徳
川
家
光
の
宿
泊
の
た
め
に
建
造
さ
れ
た

上
洛
殿
や
湯
殿
書
院
の
公
開
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
三
種
の
神
器
の
天
叢
雲
剣

（
あ
め
の
む
ら
く
も
）
が
祀
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
有
名
な
熱
田
神
宮
を
参
拝
し
た
後
、

リ
ニ
ア
・
鉄
道
館
を
訪
れ
、
実
物
の
車
両

を
見
学
し
な
が
ら
高
速
鉄
道
の
歴
史
や
仕

組
み
、
そ
し
て
未
来
の
鉄
道
と
な
り
得
る

超
電
導
リ
ニ
ア
の
構
造
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　
懇
親
会
で
は
、
部
会
員
同
士
が
親
睦
と

交
流
を
深
め
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
繊
維
部
会
（
部
会
長 

藤
本
紀
男
常
議

員
）
で
は
、
令
和
元
年
12
月
６
日
、
レ
ス

ト
ラ
ン
日
本
に
お
い
て
、
講
演
会
並
び
に

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
大
正
紡
績
㈱
元
役
員
の

近
藤
健
一
氏
を
お
招
き
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
12
万
錘
に
お
よ
ぶ
大

規
模
紡
績
工
場
を
建
設
さ
れ
た
実
績
や
繊

維
業
界
の
下
請
主
体
の
体
質
脱
却
に
向
け

て
、
独
自
の
素
材
開
発
に
よ
る
新
た
な
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
構
築
さ
れ
た
経
験
な
ど
を

基
に
、
繊
維
産
業
の
今
昔
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
後
の
交
流
会
で
は
、
会
員
同
士

に
よ
る
活
発
な
情
報
交
換
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。 繊

維
部
会
講
演
会
並
び
に
交
流
会

建
設
部
会
視
察
研
修
会

　
令
和
元
年
12
月
11
日
、
岸
和
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
、
第
４
７
１
回
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
令
和
元
年

度
事
業
進
捗
状
況
報
告
や
「
岸
和
田
市
産

業
活
性
化
及
び
都
市
魅
力
向
上
・
賑
わ
い

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
要
望
書

（
案
）
を
は
じ
め
と
す
る
各
議
案
に
つ
い

て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
各
議
案
は
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
案
事
項
】

　
◆
令
和
元
年
度
事
業
進
捗
状
況
報
告
に

　
　
関
す
る
件

　
◆「
岸
和
田
市
産
業
活
性
化
及
び
都
市

　
　
魅
力
向
上
・
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く

　
　
り
」
に
関
す
る
要
望
書
（
案
）
の
提

　
　
出
に
つ
い
て

　
◆
商
工
祭
併
設
行
事
の
報
告
に
関
す
る

　
　
件

　
◆
そ
の
他

【
報
告
事
項
】

　
◆
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要

　
　
望
活
動
に
つ
い
て

　
◆
泉
州
地
域
広
域
観
光
連
携
協
議
会
の

　
　
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
◆
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
　
律
及
び
大
阪
府
受
動
喫
煙
防
止
条
例

　
　
に
つ
い
て

　
◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

　
　
つ
い
て

　
◆
新
入
会
員
加
入
承
認
に
つ
い
て

　
◆
前
回
常
議
員
会
以
降
の
主
た
る
行
事

　
　
並
び
に
本
日
以
降
の
行
事
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
12
月
13
日
、
岸
和
田

商
工
会
議
所
と
し
て
、「
岸
和
田

市
産
業
活
性
化
及
び
都
市
魅
力
向

上
・
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
関
し
て
、
永
野
耕
平
岸
和
田
市

長
に
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
要
望
内
容
に
つ
い
て
は
、
令
和

元
年
12
月
11
日
開
催
の
常
議
員
会

で
承
認
を
得
て
、
提
出
を
行
い
ま

し
た
。●中小企業等消費税転嫁円滑化対策をはじめとした消費税総合対策

●岸和田市内事業者の優先的活用
●企業誘致と流出防止策の拡大強化
●岸和田丘陵地区（ゆめみヶ丘岸和田）整備事業の早期実現
●「ちきりアイランド」 の埋立早期完成（インフラ整備を含む）」 と企業誘致
●電子決済サービスの導入によるキャッシュレス化への支援

●特急 「はるか」 の東岸和田駅停車と賑わいのある周辺まちづくりの促進
●南海岸和田駅周辺まちづくりの促進
●ＪＲ阪和線久米田駅周辺まちづくり構想の実現
●岸和田旧港周辺魅力づくり構想の実現
●都市計画道路 「泉州山手線」 早期完成と泉北高速鉄道の延伸
●観光客の受入環境の整備促進
●無電柱化の推進

活力ある企業作り

都市魅力の向上、賑わいのあるまちづくり

「岸和田市産業活性化及び都市魅力向上・賑わいあるまちづくり」に関して

岸和田市へ要望書を提出

第
４
７
１
回
常
議
員
会
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13

　
令
和
元
年
11
月
２
日
か
ら
12
月
７
日
ま

で
の
間
、
計
４
回
に
亘
り
岸
和
田
創
業
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
人
事
・
販
促
・

財
務
な
ど
の
経
営
課
題
を
多
角
的
に
解
説

し
て
い
た
だ
け
る
専
門
家
の
方
を
講
師
に

お
招
き
し
、
開
業
に
係
る
基
礎
知
識
、
資

金
調
達
、
社
会
保
険
と
労
働
保
険
な
ど
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
講
義
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に

は
、
金
融
機
関
４
行
の
担
当
者
の
方
か
ら

各
金
融
機
関
に
お
け
る
創
業
支
援
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11
月
26
日
、
海
外
製
品
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
行
う
企
業
な
ど
を

対
象
に
、
知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
弁
理
士
で
Ｏ
Ｅ
Ｋ
特
許
事
務

所
所
長
の
大
池
聞
平
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、
知
的
財
産
の
基
礎
知
識
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
特
有
の
知
的
財
産
問
題
、

知
的
財
産
権
の
侵
害
を
予
防
す
る
た
め
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え

な
が
ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
講
さ
れ
た
方
は
、
知
的
財
産
に
関
す

る
知
識
を
深
め
る
べ
く
、
熱
心
に
聴
講
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11
月
27
日
、
４
部
会
に
よ
る

合
同
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
並
び
に
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
卸
商
業
部
会

（
部
会
長 

細
川
直
哉
常
議
員
）、
小
売
商

業
部
会
（
部
会
長 

桝
田
昌
昭
常
議
員
）、

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
部
会
長 

林
武
士
常
議

員
）
に
加
え
、
理
財
金
融
部
会
（
部
会
長 

西
野
晃
常
議
員
）
が
参
加
し
、
４
部
会

合
同
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
岸
和
田
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
行
わ

れ
た
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
、
31
名
の
方

が
参
加
さ
れ
、
終
始
和
や
か
に
プ
レ
ー
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
懇
親
会
が
岸
和
田
グ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ル
に
て
催
さ
れ
、
懇
親
会
か
ら
の
参

加
者
も
含
め
、
52
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
、
ゴ
ル
フ
大
会
の
成

績
発
表
や
部
会
対
抗
の
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◇
ゴ
ル
フ
大
会
成
績
結
果

　
優
　
勝
　
濵
永
正
輝
氏

　
　
　
　
　（
旭
食
品
株
式
会
社
）

　
準
優
勝
　
西
野
亮
一
氏

　
　
　
　
　（
株
式
会
社
ニ
シ
ノ
ニ
ッ
ト
）

　
３
　
位
　
西
野
晃
氏

　
　
　
　
　（
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
和
田
支
社
）

岸
和
田
創
業
セ
ミ
ナ
ー

卸
商
業
部
会
・
小
売
商
業
部
会
・
理
財
金
融
部
会
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

４
部
会
合
同
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
並
び
に
懇
親
会

知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
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２
日
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回
に
亘
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岸
和
田
創
業
セ
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開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
人
事
・
販
促
・

財
務
な
ど
の
経
営
課
題
を
多
角
的
に
解
説

し
て
い
た
だ
け
る
専
門
家
の
方
を
講
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に
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招
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し
、
開
業
に
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る
基
礎
知
識
、
資

金
調
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、
社
会
保
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と
労
働
保
険
な
ど
に

つ
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て
、
分
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や
す
く
講
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を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に

は
、
金
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機
関
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行
の
担
当
者
の
方
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ら

各
金
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機
関
に
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る
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業
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た
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令
和
元
年
11
月
26
日
、
海
外
製
品
の
イ
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ネ
ッ
ト
販
売
を
行
う
企
業
な
ど
を

対
象
に
、
知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
弁
理
士
で
Ｏ
Ｅ
Ｋ
特
許
事
務

所
所
長
の
大
池
聞
平
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、
知
的
財
産
の
基
礎
知
識
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
特
有
の
知
的
財
産
問
題
、

知
的
財
産
権
の
侵
害
を
予
防
す
る
た
め
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え

な
が
ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
講
さ
れ
た
方
は
、
知
的
財
産
に
関
す

る
知
識
を
深
め
る
べ
く
、
熱
心
に
聴
講
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
11
月
27
日
、
４
部
会
に
よ
る

合
同
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
並
び
に
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
卸
商
業
部
会

（
部
会
長 

細
川
直
哉
常
議
員
）、
小
売
商

業
部
会
（
部
会
長 

桝
田
昌
昭
常
議
員
）、

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
部
会
長 

林
武
士
常
議

員
）
に
加
え
、
理
財
金
融
部
会
（
部
会
長 

西
野
晃
常
議
員
）
が
参
加
し
、
４
部
会

合
同
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
岸
和
田
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
て
行
わ

れ
た
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
に
は
、
31
名
の
方

が
参
加
さ
れ
、
終
始
和
や
か
に
プ
レ
ー
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
懇
親
会
が
岸
和
田
グ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ル
に
て
催
さ
れ
、
懇
親
会
か
ら
の
参

加
者
も
含
め
、
52
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
、
ゴ
ル
フ
大
会
の
成

績
発
表
や
部
会
対
抗
の
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◇
ゴ
ル
フ
大
会
成
績
結
果

　
優
　
勝
　
濵
永
正
輝
氏
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品
株
式
会
社
）
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優
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野
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一
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株
式
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シ
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ト
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３
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日
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命
保
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互
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
和
田
支
社
）

岸
和
田
創
業
セ
ミ
ナ
ー

卸
商
業
部
会
・
小
売
商
業
部
会
・
理
財
金
融
部
会
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

４
部
会
合
同
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
並
び
に
懇
親
会

知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
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岸
和
田
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
令

和
元
年
11
月
21
日
、
岸
和
田
商
工
会
議
所

に
お
い
て
、
岸
和
田
市
の
永
野
耕
平
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、①
岸
和
田
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
②
子
ど
も
が
育
ち
や
す
い
市
に
な

る
た
め
の
取
り
組
み
、
③
岸
和
田
市
役
所

庁
内
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
、
の
３
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ま
ず
永
野
市
長

か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
女
性
会
会
員
か

ら
の
提
案
や
質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
変
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
令
和
元
年
12
月
12
日
、
岸
和
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
臨
時
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
、
次
年
度
の
役
員
並
び

に
大
阪
府
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
へ

の
出
向
予
定
者
の
選
任
を
行
い
、
会
長
予

定
者
に
選
任
さ
れ
た
櫻
井
智
彦
氏
（
株

式
会
社
ベ
ル
ー
ツ
）
か
ら
は
次
年
度
に
向

け
た
熱
い
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
中
井
秀
樹
会
頭
、
奥 

忠
道
副
会
頭
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
う
ま

か
も
ん
貴
桜
に
て
忘
年
懇
親
会
を
開
催
し
、

今
年
一
年
の
青
年
部
活
動
や
次
年
度
に
向

け
て
の
活
動
な
ど
を
語
り
合
い
、
会
員
相

互
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

女
性
会
活
動
報
告

岸
和
田
市
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

青
年
部
活
動
報
告

令
和
元
年
度
臨
時
総
会
並
び
に
忘
年
懇
親
会
を
開
催

内田滋雄会長櫻井智彦会長予定者

〈撮影：フォトメイト〉

岸和田商工会議所では、新たにご入会頂ける会員様を随意募集しています。
入会をご希望される事業所がございましたら、ご紹介頂きますようお願い
申し上げます。ご連絡を頂きましたら、職員がご説明にお伺いします。

ご入会に関するお問い合わせは

岸和田商工会議所まで

072-439-5023

大利運輸株式会社 泉大津市新港町 交通運輸運送業

特定非営利活動法人
フレンドさくらがおか

岸和田市上松町 サービス業幼稚園

株式会社ケアネット徳洲会
ケアネット徳洲会岸和田

岸和田市磯上町 サービス業介護及び介護関連施設の開発、運営 等

進学塾清風（リスペクトカンパニー） 岸和田市春木旭町 建設不動産事業、塾経営

有限会社日輝建設 岸和田市流木町 建設建設業

株式会社志ｃｏｃｏｒｏ． 岸和田市北町 サービス業デザイン業、ブライダルアイテム受注制作

(順不同・敬称略）

事業所名 所在地 事業内容 所属部会

新 入会員のご紹介
NEW MEMBER ご入会、誠にありがとうございます。

-Thank you for joining-

製造業製造業

卸売業卸売業

小売業小売業

サービス業サービス業

建設業建設業
業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し販売単価

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し販売単価

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し販売単価

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し販売単価

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し販売単価
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▲55.6 ▲33.3 16.7▲38.9
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▲58.9

▲6.3▲6.3

5.9▲5.9

11.1 13.9

23.5

13.6

▲12.5 25.0 ▲6.5

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目について

の、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラス

の値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いこ

とを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す

回答の割合が多いことを示す。

※ＤＩ値（景況判断指数）について

+30 +10 ▲10

∓

0 ▲30

岸和田商工会議所では、岸和田市内の会員事業

所（建設業・製造業・卸売業・小売業・サービ

ス業）を対象に、景況並びに経済動向等に関す

る情報収集および分析を行い、今後の経営改善

事業に資するとともに、これらの情報を会員事

業所の皆様へ提供し、参考にしていただいてお

ります。

市内景気観測市内景気観測
12月調査結果12月調査結果〈12月1日～23日〉〈12月1日～23日〉
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会員情報・景気観測 会議所の動き

　
岸
和
田
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
令

和
元
年
11
月
21
日
、
岸
和
田
商
工
会
議
所

に
お
い
て
、
岸
和
田
市
の
永
野
耕
平
市
長

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、①
岸
和
田
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
②
子
ど
も
が
育
ち
や
す
い
市
に
な

る
た
め
の
取
り
組
み
、
③
岸
和
田
市
役
所

庁
内
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
、
の
３
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ま
ず
永
野
市
長

か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
女
性
会
会
員
か

ら
の
提
案
や
質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
変
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
令
和
元
年
12
月
12
日
、
岸
和
田
商
工
会

議
所
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
臨
時
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
、
次
年
度
の
役
員
並
び

に
大
阪
府
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
へ

の
出
向
予
定
者
の
選
任
を
行
い
、
会
長
予

定
者
に
選
任
さ
れ
た
櫻
井
智
彦
氏
（
株

式
会
社
ベ
ル
ー
ツ
）
か
ら
は
次
年
度
に
向

け
た
熱
い
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
中
井
秀
樹
会
頭
、
奥 

忠
道
副
会
頭
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
う
ま

か
も
ん
貴
桜
に
て
忘
年
懇
親
会
を
開
催
し
、

今
年
一
年
の
青
年
部
活
動
や
次
年
度
に
向

け
て
の
活
動
な
ど
を
語
り
合
い
、
会
員
相

互
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

女
性
会
活
動
報
告

岸
和
田
市
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

青
年
部
活
動
報
告

令
和
元
年
度
臨
時
総
会
並
び
に
忘
年
懇
親
会
を
開
催

内田滋雄会長櫻井智彦会長予定者

〈撮影：フォトメイト〉

岸和田商工会議所では、新たにご入会頂ける会員様を随意募集しています。
入会をご希望される事業所がございましたら、ご紹介頂きますようお願い
申し上げます。ご連絡を頂きましたら、職員がご説明にお伺いします。

ご入会に関するお問い合わせは

岸和田商工会議所まで

072-439-5023

大利運輸株式会社 泉大津市新港町 交通運輸運送業

特定非営利活動法人
フレンドさくらがおか

岸和田市上松町 サービス業幼稚園

株式会社ケアネット徳洲会
ケアネット徳洲会岸和田

岸和田市磯上町 サービス業介護及び介護関連施設の開発、運営 等

進学塾清風（リスペクトカンパニー） 岸和田市春木旭町 建設不動産事業、塾経営

有限会社日輝建設 岸和田市流木町 建設建設業

株式会社志ｃｏｃｏｒｏ． 岸和田市北町 サービス業デザイン業、ブライダルアイテム受注制作

(順不同・敬称略）

事業所名 所在地 事業内容 所属部会

新 入会員のご紹介
NEW MEMBER ご入会、誠にありがとうございます。

-Thank you for joining-

製造業製造業

卸売業卸売業

小売業小売業

サービス業サービス業

建設業建設業
業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し販売単価

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し販売単価

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し販売単価

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し販売単価

業　況 採　算売上高 資金繰り 仕入単価 従業員 先行き見通し販売単価

▲50.0

▲38.9

11.1

▲13.6

▲44.4

16.7

11.8

▲27.8

▲55.6 ▲33.3 16.7▲38.9

▲14.4

16.7

▲25.9

▲22.7

▲33.3

5.9

▲50.0

▲18.8

5.9

5.6

▲2.0

▲6.3

▲18.2

5.6

▲13.6▲18.2

▲58.9

▲6.3▲6.3

5.9▲5.9

11.1 13.9

23.5

13.6

▲12.5 25.0 ▲6.5

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目について

の、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラス

の値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いこ

とを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す

回答の割合が多いことを示す。

※ＤＩ値（景況判断指数）について

+30 +10 ▲10

∓

0 ▲30

岸和田商工会議所では、岸和田市内の会員事業

所（建設業・製造業・卸売業・小売業・サービ

ス業）を対象に、景況並びに経済動向等に関す

る情報収集および分析を行い、今後の経営改善

事業に資するとともに、これらの情報を会員事

業所の皆様へ提供し、参考にしていただいてお

ります。

市内景気観測市内景気観測
12月調査結果12月調査結果〈12月1日～23日〉〈12月1日～23日〉
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専門相談窓口のご案内
岸和田商工会議所では、 「専門相談窓口」 を設置して、 経営の幅広い分野にわたる悩みやご相談をお受けしています。
弁護士・税理士・弁理士・社会保険労務士などの各分野の専門家が親切かつ丁寧に対応して、 適切なアドバイスをいたします。
ご相談はすべて無料、 もちろん秘密は厳守いたします。 お気軽にご利用ください。
なお、 各相談窓口をご利用の際は、 電話にて事前にご予約をお願いいたします。

法　　　律

創   業

事 業 承 継

11 月23 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

02 月13 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔民事・商事〕

02 月26 日（水）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

02 月14 日（金）相談日 13:00 ～ 16:00 弁理士

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 商工会議所経営指導員

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 事業承継コーディネーター

相談の申込み・お問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 中小企業相談所まで

TEL.

特許・発明
実用新案等

岸和田税務署からのお知らせ
各種説明会のご案内

消費税軽減税率説明会

確定申告書の添付書類

消費税申告説明会

問 合 先

所得税の主な改正事項について

日　　時 1月17日（金）　10：00～11：00　13：30～14：30

場　　所 岸和田税務署3階大会議室（岸和田市土生町2-28-1）

定　　員 50名（要予約・定員により次第締切）

担当部署 法人課税第一部門　内線：211

日　　時 1月29日（水）　10：00～12：00　13：30～15：30

場　　所 岸和田納税協会【税務署隣】（岸和田市土生町2-28-6）

定　　員 70名（事前予約なし）

担当部署 個人課税第一部門　内線：112・113

各担当部署　電話072-438-1341　※音声案内に従い、はじめに「2」を選択してください。

平成31年4月1日以後の確定申告書の提出の際、源泉徴収票等の添付が不要となりました。
（添付が不要となる書類）
①給与所得、退職所得及び公的年金等の源泉徴収票
②オープン型証券投資信託の収益の分配の支払通知書
③配当等とみなす金額に関する支払通知書
④上場株式配当等の支払通知書
⑤特定口座年間取引報告書
⑥未成年者口座等につき契約不履行等事由が生じた場合の報告書
⑦特定割引債の償還金の支払通知書

○確定申告書には源泉徴収票等の内容を記載する必要がありますので、確定申告書第二表等に必ず記載してください。
○税務署等で確定申告書を作成する場合には、源泉徴収票等が必要ですので、忘れずにお持ちください。注意点!

勤務先

税務署

源泉
徴収票

確定
申告書

源泉
徴収票

源泉
徴収票

納税者
+×

税務署は、勤務先から提出を
受ける源泉徴収票により

確認ができるため、確定申告書への
添付を不要とする。

　施設の利用率や維持管理費などを考慮し、来年３月 31 日をもって、

岸和田市立産業会館を閉館する運びとなりました。

　ご不便をお掛けしますが、皆様のご理解をお願い申し上げます。

岸和田市立産業会館閉館のお知らせ

お問合せ先…岸和田市 魅力創造部 産業政策課 企業経営支援担当

072-423-9485

和　　室２Ｆ

小会議室２Ｆ

２Ｆ集 会 室

大会議室３Ｆ

2,800

5,600

4,200

7,000

2,000

9時～12時 13時～21時 9時～21時9時～17時18時～21時13時～17時 定 員 面 積

6,000 19,000 25,00014,00011,0009,000

12,000 38,000 50,00028,00022,00018,000

9,000 28,500 37,50021,00016,50013,500

15,000 47,500 62,50035,00027,50022,500

7,000 14,000 21,00014,0007,0007,000

10,000 20,000 30,00020,00010,00010,000

210名 356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

暖房使用料

冷房使用料

1,200 3,800 5,0002,2001,800

2,400 7,600 10,0004,4003,600

1,800 5,700 7,5003,3002,700

3,000 9,500 12,5005,5004,500

1,000 2,000 3,0001,0001,000

9時～12時 13時～21時 9時～21時9時～17時18時～21時13時～17時 定 員 面 積

12名 31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

600 1,400 2,0001,200800700

1,200 2,800 4,0002,4001,6001,400

900 2,100 3,0001,8001,2001,050

1,500 3,500 5,0003,0002,0001,750

1,000 2,000 3,0002,0001,0001,000

9時～12時 13時～21時 9時～21時9時～17時18時～21時13時～17時 定 員 面 積

12名 31㎡
営利料金

基本料金

営利料金

基本料金
市内

市外

冷暖房使用料

2,000 6,500 8,5004,8003,7003,000

4,000 13,000 17,0009,6007,4006,000

3,000 9,750 12,7507,2005,5504,500

5,000 16,250 21,25012,0009,2507,500

3,000 6,000 9,0006,0003,0003,000

9時～12時 13時～21時 9時～21時9時～17時18時～21時13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

※座席のみの場合、150名まで使用可能 【単位：円〈消費税込〉】

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内
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専門相談窓口のご案内
岸和田商工会議所では、 「専門相談窓口」 を設置して、 経営の幅広い分野にわたる悩みやご相談をお受けしています。
弁護士・税理士・弁理士・社会保険労務士などの各分野の専門家が親切かつ丁寧に対応して、 適切なアドバイスをいたします。
ご相談はすべて無料、 もちろん秘密は厳守いたします。 お気軽にご利用ください。
なお、 各相談窓口をご利用の際は、 電話にて事前にご予約をお願いいたします。

法　　　律

創   業

事 業 承 継

11 月23 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

02 月13 日（木）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔民事・商事〕

02 月26 日（水）相談日 13:00 ～ 16:00 弁護士〔商取引・不動産取引・中小企業法務〕

02 月14 日（金）相談日 13:00 ～ 16:00 弁理士

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 商工会議所経営指導員

相談日  事前にご希望の日時をご連絡ください。 事業承継コーディネーター

相談の申込み・お問い合わせは

072-439-5023
岸和田商工会議所 中小企業相談所まで

TEL.

特許・発明
実用新案等

岸和田税務署からのお知らせ
各種説明会のご案内

消費税軽減税率説明会

確定申告書の添付書類

消費税申告説明会

問 合 先

所得税の主な改正事項について

日　　時 1月17日（金）　10：00～11：00　13：30～14：30

場　　所 岸和田税務署3階大会議室（岸和田市土生町2-28-1）

定　　員 50名（要予約・定員により次第締切）

担当部署 法人課税第一部門　内線：211

日　　時 1月29日（水）　10：00～12：00　13：30～15：30

場　　所 岸和田納税協会【税務署隣】（岸和田市土生町2-28-6）

定　　員 70名（事前予約なし）

担当部署 個人課税第一部門　内線：112・113

各担当部署　電話072-438-1341　※音声案内に従い、はじめに「2」を選択してください。

平成31年4月1日以後の確定申告書の提出の際、源泉徴収票等の添付が不要となりました。
（添付が不要となる書類）
①給与所得、退職所得及び公的年金等の源泉徴収票
②オープン型証券投資信託の収益の分配の支払通知書
③配当等とみなす金額に関する支払通知書
④上場株式配当等の支払通知書
⑤特定口座年間取引報告書
⑥未成年者口座等につき契約不履行等事由が生じた場合の報告書
⑦特定割引債の償還金の支払通知書

○確定申告書には源泉徴収票等の内容を記載する必要がありますので、確定申告書第二表等に必ず記載してください。
○税務署等で確定申告書を作成する場合には、源泉徴収票等が必要ですので、忘れずにお持ちください。注意点!

勤務先

税務署

源泉
徴収票

確定
申告書

源泉
徴収票

源泉
徴収票

納税者
+×

税務署は、勤務先から提出を
受ける源泉徴収票により

確認ができるため、確定申告書への
添付を不要とする。

　施設の利用率や維持管理費などを考慮し、来年３月 31 日をもって、

岸和田市立産業会館を閉館する運びとなりました。

　ご不便をお掛けしますが、皆様のご理解をお願い申し上げます。

岸和田市立産業会館閉館のお知らせ

お問合せ先…岸和田市 魅力創造部 産業政策課 企業経営支援担当

072-423-9485

和　　室２Ｆ

小会議室２Ｆ

２Ｆ集 会 室

大会議室３Ｆ

2,800

5,600

4,200

7,000

2,000

9時～12時 13時～21時 9時～21時9時～17時18時～21時13時～17時 定 員 面 積

6,000 19,000 25,00014,00011,0009,000

12,000 38,000 50,00028,00022,00018,000

9,000 28,500 37,50021,00016,50013,500

15,000 47,500 62,50035,00027,50022,500

7,000 14,000 21,00014,0007,0007,000

10,000 20,000 30,00020,00010,00010,000

210名 356㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

暖房使用料

冷房使用料

1,200 3,800 5,0002,2001,800

2,400 7,600 10,0004,4003,600

1,800 5,700 7,5003,3002,700

3,000 9,500 12,5005,5004,500

1,000 2,000 3,0001,0001,000

9時～12時 13時～21時 9時～21時9時～17時18時～21時13時～17時 定 員 面 積

12名 31㎡

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

600 1,400 2,0001,200800700

1,200 2,800 4,0002,4001,6001,400

900 2,100 3,0001,8001,2001,050

1,500 3,500 5,0003,0002,0001,750

1,000 2,000 3,0002,0001,0001,000

9時～12時 13時～21時 9時～21時9時～17時18時～21時13時～17時 定 員 面 積

12名 31㎡
営利料金

基本料金

営利料金

基本料金
市内

市外

冷暖房使用料

2,000 6,500 8,5004,8003,7003,000

4,000 13,000 17,0009,6007,4006,000

3,000 9,750 12,7507,2005,5504,500

5,000 16,250 21,25012,0009,2507,500

3,000 6,000 9,0006,0003,0003,000

9時～12時 13時～21時 9時～21時9時～17時18時～21時13時～17時 定 員 面 積

基本料金

営利料金

基本料金

営利料金

市内

市外

冷暖房使用料

90名 136㎡

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

【単位：円〈消費税込〉】

※座席のみの場合、400名まで使用可能

注）使用内容によっては、お貸しできない場合があります。また、市外営利目的の場合は、大阪府内の方に限ります。

※座席のみの場合、150名まで使用可能 【単位：円〈消費税込〉】

セミナーや会議、研修など様々なニーズに合わせてお使い頂けます。 貸会議室に関するお問い合わせは

072-439-5287
岸和田市立産業会館 貸室担当岸和田市立産業会館 貸会議室のご案内



1819

連載

渡辺 和博／わたなべ・かずひろ

日経ＢＰ社「日経ビジネス」シニアエディター

１９８６年筑波大学大学院理工学研究科修士課

程修了。同年日本経済新聞社入社。全国各地の

ものづくり企業、自治体、地域商社やＤＭＯな

どを取材、地域に持続的に稼げるビジネスをつ

くることをテーマにした著書『地方発ヒットを

生む逆算発想のものづくり』がある。

　
先
日
、
兵
庫
県
の
多
可
町
と
い
う
ま
ち
を

訪
ね
ま
し
た
。
姫
路
市
か
ら
車
で
１
時
間
ほ

ど
の
山
の
中
の
ま
ち
で
す
。
三
つ
の
町
村
が

合
併
し
た
人
口
が
２
万
人
ほ
ど
の
、
面
積
が

広
い
わ
り
に
は
小
さ
な
ま
ち
で
す
。
酒
米
の

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ
る
山
田
錦
の
発
祥

の
地
で
、
宮
中
の
歌
会
な
ど
に
も
使
わ
れ
て

き
た
杉
原
紙
の
産
地
で
す
。
ま
た
、「
敬
老
の

日
」
と
い
う
祭
日
が
制
定
さ
れ
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
ま
ち
だ
そ
う
で
す
。

　
全
国
の
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
自
然
豊

か
な
農
村
で
す
が
、
こ
こ
で
知
る
人
ぞ
知
る

ヒ
ッ
ト
商
品
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
マ

イ
ス
タ
ー
工
房
八
千
代
」
と
い
う
小
さ
な
産

直
市
場
の
よ
う
な
お
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る

太
巻
き
ず
し
「
天
船
巻
き
ず
し
」
で
す
。

　
毎
日
１
５
０
０
本
ほ
ど
つ
く
ら
れ
て
い
て

午
前
中
に
ほ
ぼ
完
売
。
恵
方
巻
を
食
べ
る
節

分
に
は
予
約
を
含
め
て
そ
の
十
倍
の
１
万
５

０
０
０
本
が
１
日
で
売
れ
る
そ
う
で
す
。
人

口
２
万
人
の
ま
ち
で
毎
日
１
５
０
０
本
が
売

れ
る
と
い
う
の
も
驚
異
的
で
す
し
、
ブ
ー
ム

と
は
い
え
節
分
の
１
万
５
０
０
０
本
は
と
ん

で
も
な
い
数
字
で
す
。

　
天
船
巻
き
ず
し
は
、
地
元
産
の
か
ん
ぴ
ょ

う
や
厚
焼
き
玉
子
、
シ
イ
タ
ケ
煮
、
キ
ュ
ウ

リ
な
ど
を
の
り
巻
き
に
し
た
い
わ
ゆ
る
太
巻

が
潤
い
ま
す
。
販
路
に
つ
い
て
も
、
原
則
と

し
て
ま
ち
の
外
で
は
販
売
せ
ず
、
地
元
の
店

舗
に
買
い
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で
ま
ち
の
活

気
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
毎
日
観
光
バ
ス

が
や
っ
て
く
る
ほ
ど
で
す
。

　
地
元
の
材
料
で
つ
く
っ
た
も
の
を
地
元
の

消
費
が
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
て
、
そ
れ
が

広
く
ヒ
ッ
ト
商
品
に
育
っ
て
地
域
に
新
た
な

雇
用
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　
私
が
い
い
な
と
思
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
頑

張
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
も
と
も
と
地
元

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
な
の
で
、
製
造
も
販
売
も

無
理
は
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
「
売

り
切
れ
御
免
」
で
、
売
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
調
子
に
乗
っ
て
増
産
し
た
り
拡
販
し
た
り

し
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
ヒ
ッ
ト
を
一
発
屋
で
終

わ
ら
せ
な
い
秘
訣

(

ひ
け
つ

)

と
い
え
そ
う

で
す
。

き
ず
し
で
、
特
別
珍
し
い
高
価
な
食
材
が
使

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
ー

ク
な
の
は
、
断
面
が
や
や
横
長
の
俵
型
で
、

キ
ュ
ウ
リ
は
細
切
り
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
丸
の

ま
ま

1

本
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
多

め
の
キ
ュ
ウ
リ
が
し
っ
か
り
と
味
付
け
さ
れ

た
他
の
具
材
と
食
感
、
味
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
つ
く
っ
て
い
て
絶
妙
で
す
。
ご
は
ん
が
少

な
め
な
の
も
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。

　
こ
ん
な
に
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
紹
介

さ
れ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
感
心
し

た
の
は
、
そ
の
後
に
ヒ
ッ
ト
を
維
持
す
る
た

め
の
工
夫
が
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
品
質
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
数
を
つ
く

る
の
で
す
か
ら
当
然
何
人
も
の
地
元
の
人
が

作
業
し
て
い
ま
す
。
巻
き
方
や
具
材
の
量
・

バ
ラ
ン
ス
に
ば
ら
つ
き
が
出
な
い
よ
う
に
、

名
人
と
い
わ
れ
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
が
指

導
し
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
、
出
荷
時
に
は
一
本
一
本
に
、
誰
が
巻
い

た
か
が
分
か
る
よ
う
に
名
前
を
表
示
し
て
責

任
を
明
確
に
し
て
つ
く
り
手
の
プ
ラ
イ
ド
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

　
具
材
は
地
元
産
の
農
産
物
が
中
心
で
す
か

ら
、
需
要
が
大
き
く
な
れ
ば
地
元
の
生
産
者

一発屋にならない秘訣を
　  多可町の巻きずしに学ぶ
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連載

渡辺 和博／わたなべ・かずひろ

日経ＢＰ社「日経ビジネス」シニアエディター

１９８６年筑波大学大学院理工学研究科修士課

程修了。同年日本経済新聞社入社。全国各地の

ものづくり企業、自治体、地域商社やＤＭＯな

どを取材、地域に持続的に稼げるビジネスをつ

くることをテーマにした著書『地方発ヒットを

生む逆算発想のものづくり』がある。

　
先
日
、
兵
庫
県
の
多
可
町
と
い
う
ま
ち
を

訪
ね
ま
し
た
。
姫
路
市
か
ら
車
で
１
時
間
ほ

ど
の
山
の
中
の
ま
ち
で
す
。
三
つ
の
町
村
が

合
併
し
た
人
口
が
２
万
人
ほ
ど
の
、
面
積
が

広
い
わ
り
に
は
小
さ
な
ま
ち
で
す
。
酒
米
の

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
知
ら
れ
る
山
田
錦
の
発
祥

の
地
で
、
宮
中
の
歌
会
な
ど
に
も
使
わ
れ
て

き
た
杉
原
紙
の
産
地
で
す
。
ま
た
、「
敬
老
の

日
」
と
い
う
祭
日
が
制
定
さ
れ
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
ま
ち
だ
そ
う
で
す
。

　
全
国
の
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
自
然
豊

か
な
農
村
で
す
が
、
こ
こ
で
知
る
人
ぞ
知
る

ヒ
ッ
ト
商
品
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
マ

イ
ス
タ
ー
工
房
八
千
代
」
と
い
う
小
さ
な
産

直
市
場
の
よ
う
な
お
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る

太
巻
き
ず
し
「
天
船
巻
き
ず
し
」
で
す
。

　
毎
日
１
５
０
０
本
ほ
ど
つ
く
ら
れ
て
い
て

午
前
中
に
ほ
ぼ
完
売
。
恵
方
巻
を
食
べ
る
節

分
に
は
予
約
を
含
め
て
そ
の
十
倍
の
１
万
５

０
０
０
本
が
１
日
で
売
れ
る
そ
う
で
す
。
人

口
２
万
人
の
ま
ち
で
毎
日
１
５
０
０
本
が
売

れ
る
と
い
う
の
も
驚
異
的
で
す
し
、
ブ
ー
ム

と
は
い
え
節
分
の
１
万
５
０
０
０
本
は
と
ん

で
も
な
い
数
字
で
す
。

　
天
船
巻
き
ず
し
は
、
地
元
産
の
か
ん
ぴ
ょ

う
や
厚
焼
き
玉
子
、
シ
イ
タ
ケ
煮
、
キ
ュ
ウ

リ
な
ど
を
の
り
巻
き
に
し
た
い
わ
ゆ
る
太
巻

が
潤
い
ま
す
。
販
路
に
つ
い
て
も
、
原
則
と

し
て
ま
ち
の
外
で
は
販
売
せ
ず
、
地
元
の
店

舗
に
買
い
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で
ま
ち
の
活

気
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
毎
日
観
光
バ
ス

が
や
っ
て
く
る
ほ
ど
で
す
。

　
地
元
の
材
料
で
つ
く
っ
た
も
の
を
地
元
の

消
費
が
核
と
な
っ
て
支
え
て
い
て
、
そ
れ
が

広
く
ヒ
ッ
ト
商
品
に
育
っ
て
地
域
に
新
た
な

雇
用
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　
私
が
い
い
な
と
思
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
頑

張
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
も
と
も
と
地
元

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
な
の
で
、
製
造
も
販
売
も

無
理
は
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
「
売

り
切
れ
御
免
」
で
、
売
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
調
子
に
乗
っ
て
増
産
し
た
り
拡
販
し
た
り

し
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
ヒ
ッ
ト
を
一
発
屋
で
終

わ
ら
せ
な
い
秘
訣

(

ひ
け
つ

)

と
い
え
そ
う

で
す
。

き
ず
し
で
、
特
別
珍
し
い
高
価
な
食
材
が
使

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
ー

ク
な
の
は
、
断
面
が
や
や
横
長
の
俵
型
で
、

キ
ュ
ウ
リ
は
細
切
り
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
丸
の

ま
ま

1

本
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
多

め
の
キ
ュ
ウ
リ
が
し
っ
か
り
と
味
付
け
さ
れ

た
他
の
具
材
と
食
感
、
味
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
つ
く
っ
て
い
て
絶
妙
で
す
。
ご
は
ん
が
少

な
め
な
の
も
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。

　
こ
ん
な
に
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
紹
介

さ
れ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
感
心
し

た
の
は
、
そ
の
後
に
ヒ
ッ
ト
を
維
持
す
る
た

め
の
工
夫
が
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
ず
品
質
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
数
を
つ
く

る
の
で
す
か
ら
当
然
何
人
も
の
地
元
の
人
が

作
業
し
て
い
ま
す
。
巻
き
方
や
具
材
の
量
・

バ
ラ
ン
ス
に
ば
ら
つ
き
が
出
な
い
よ
う
に
、

名
人
と
い
わ
れ
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
が
指

導
し
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
、
出
荷
時
に
は
一
本
一
本
に
、
誰
が
巻
い

た
か
が
分
か
る
よ
う
に
名
前
を
表
示
し
て
責

任
を
明
確
に
し
て
つ
く
り
手
の
プ
ラ
イ
ド
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

　
具
材
は
地
元
産
の
農
産
物
が
中
心
で
す
か

ら
、
需
要
が
大
き
く
な
れ
ば
地
元
の
生
産
者

一発屋にならない秘訣を
　  多可町の巻きずしに学ぶ
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連載

情報box情報box ハローワーク岸和田
●求人数・求職者数の状況
2019年11月

職業計

職業計

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

2,500

487

249

263

540

29

286

184

219

215

一　般 パート
有効求人

一　般 パート
有効求職

一　般 パート
有効求人倍率

2,149

263

253

138

813

70

203

51

7

339

2,377

280

617

140

237

7

172

107

31

402

1,545

132

283

82

166

4

49

21

2

498

1.05

1.74

0.40

1.88

2.28

4.14

1.66

1.72

7.06

0.53

1.39

1.99

0.89

1.68

4.90

17.50

4.14

2.43

3.50

0.68

ハローワーク岸和田

●求人賃金・求職賃金の状況
2019年11月

専門的・技術的職業
事務的職業
販売の職業
サービスの職業
保安の職業
生産工程の職業
輸送・機械運転の職業
建設・採掘の職業
運搬・清掃等の職業

269,049

289,635

212,688

273,491

258,880

215,895

257,642

265,693

344,475

243,331

上限 下限
求人募集賃金

常用フルタイム

希望賃金
求職者

204,515

225,217

176,573

203,095

205,186

160,228

182,949

205,754

217,685

197,230

213,333

230,847

195,915

221,081

200,794

176,667

230,976

253,889

281,000

208,000

1,173

1,475

1,079

1,023

1,174

1,178

1,045

1,092

1,052

下限上限
求人募集賃金

常用的パート

希望賃金
求職者

1,075

1,322

1,013

981

1,050

1,083

994

1,048

1,007

996

1,219

970

974

990

949

1,085

965

ハローワーク岸和田

★ハローワーク岸和田　Tel　072-431-5541

外国人雇用はルールを守って適正にお願いします
雇入れ・離職時の届出と適正な雇用管理は事業主の責務です

□ 国籍で差別しない公平な採用選考を行っていますか？
□ 労働法令を守り、労働保険・社会保険に入っていますか？
□ 日本語教育や生活上・職務上の相談に配慮していますか？
□ 安易な解雇はしていませんか？
□ 外国人の雇入れ・離職時にハローワークへ雇用状況の届出を出していますか？

[外国人を雇っている事業主の皆さん、チェックしてみてください！]

ご存知
ですか？

外国人が在留資格の範囲内で、その能力を十分に発揮しながら、適正に就労できるよう、事業主の方が守らなけれ
ばならないルールや配慮して頂きたい事項があります。      

レ
レ
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連載

情報box情報box ハローワーク岸和田
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7
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617
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237

7

172

107

31

402

1,545

132

283

82

166

4

49

21

2

498

1.05

1.74

0.40

1.88

2.28

4.14

1.66

1.72

7.06

0.53

1.39

1.99

0.89

1.68
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4.14
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ハローワーク岸和田
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求職者
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225,217

176,573

203,095

205,186

160,228

182,949

205,754

217,685

197,230

213,333

230,847

195,915

221,081

200,794

176,667

230,976

253,889

281,000

208,000

1,173

1,475

1,079

1,023

1,174

1,178

1,045

1,092

1,052

下限上限
求人募集賃金

常用的パート

希望賃金
求職者

1,075

1,322

1,013

981

1,050

1,083

994

1,048

1,007

996

1,219

970

974

990

949

1,085

965

ハローワーク岸和田

★ハローワーク岸和田　Tel　072-431-5541
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雇入れ・離職時の届出と適正な雇用管理は事業主の責務です
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□ 労働法令を守り、労働保険・社会保険に入っていますか？
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□ 安易な解雇はしていませんか？
□ 外国人の雇入れ・離職時にハローワークへ雇用状況の届出を出していますか？

[外国人を雇っている事業主の皆さん、チェックしてみてください！]

ご存知
ですか？

外国人が在留資格の範囲内で、その能力を十分に発揮しながら、適正に就労できるよう、事業主の方が守らなけれ
ばならないルールや配慮して頂きたい事項があります。      
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　介護保険の下記のサービスを提供します
〈入所〉　
　介護が必要になった方に、施設でリハビリや看護、介護などのサービスを行います。自宅での生
　活が続けられるよう支援します。病状が安定している方が対象となります。
〈短期入所〉　
　ご家族の介護が困難な時、ご都合のある時などに、一時的に入所を利用するサービスです。
〈通所リハビリテーション〉　
　リハビリ、看護、介護等のサービスを日帰りで提供します。

〈訪問看護ステーション　ファミーユ〉 TEL072-441-5576
〈岸和田徳洲苑介護センター（ケアプランセンター）〉 TEL072-441-6705
〈岸和田徳洲苑介護センター（訪問介護）〉 TEL072-440-5553
〈グループホーム三田〉 TEL072-441-5501

医療法人徳洲会　介護老人保健施設

岸和田徳洲苑 〒596-0808　　岸和田市三田町142　
TEL 072-441-5501　FAX072-441-5507
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法事・同窓会・各種宴会・慶事・最大60名
地車入魂式・出張パーティー・宅配プラン

無料送迎バス・法要ルーム完備・カラオケ設備

岸和田市包近町748-１
0120-43-2312
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